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今日の内容

１．今回の実証で目指すもの

２．探究の評価方法の開発

２－１．Ｚ会のアセスメントの活用

２－２．「未来の教室」コモンルーブリックの活用

３．専修大学北上高等学校のディープラーニングコースの開発

３－１．専大北上での取り組み

３－２．Ｚ会のコンテンツの活用

４．目指す成果物



キーワード

１）「探究」
２）カリキュラム・マネジメント
３）教員の学び
４）評価方法
５）指導と評価の一体化

１．今回の実証で目指すもの



１．今回の実証で目指すもの

●新学習指導要領にて評価の観点として加わった以下の３点
Ⅰ 知識及び技能の活用
Ⅱ 思考力、判断力、表現力等の発揮
Ⅲ 学びに向かう力、人間性等の発揮

について、診断的評価→形成的評価→総括的評価を可能にする形を目指す。
●それには、右上図のサイクルを回しつつ、このサイクルを自走可能にする必要あり。



２．探究の評価方法の開発
２－１．Ｚ会のアセスメントの活用

●LIPHARE（リファール）
・早稲田大学での実証結果に基づく、
アクティブラーニング型のアセスメント。

・新学習指導要領における３観点のうち
Ⅰ 知識及び技能の活用
Ⅱ 思考力、判断力、表現力等の発揮

を測るのにとくに適している。
●DiscoveRe Method®

・「宇宙飛行士として求められる行動と心構
え」に基づく８つの非認知能力を可視化。

・新学習指導要領における３観点のうち
Ⅲ 学びに向かう力、人間性等の発揮

の可視化にとくに有効。

→主に、診断的評価、総括的評価に用い、指導と
評価の一体化の実現のために活用。

DescoveRe Method®は、株式会社Ｚ会およびSpace BD株式会社の登録商標です。

▼LIPHARE
https://www.zkai.co.jp/
assess/discovery/

▼DiscoveRe Method®

https://www.zkai.co.jp/
solutions/teacher/disco
vere_method/

https://www.zkai.co.jp/assess/discovery/
https://www.zkai.co.jp/solutions/teacher/discovere_method/


２．探究の評価方法の開発

２－２．コモンルーブリックの活用 → 「専北ルーブリック」の開発と、その前提となる３つの学び

●ディープラーニング：ひとりひとりが確かな知識を身に付け、未来を創る力を伸ばし、
これからの社会で活躍する人材を育てる。

●アクティブラーニング：「学び」を楽しくすることからはじまる、いつまでも学ぶ姿勢をもち、
新しいチャレンジを生み出せる人材を育てる。

●ダイバーシティラーニング：多様性・ちがいを認め合い、自己・他者を大切にする人材を育てる。

→生徒が目指す姿を明らかにするとともに、指導と評価の一体化の実現のために活用。



３．ディープラーニングコースの開発
３－１．専大北上の取り組み

2022年度入学生から学びを刷新
●自分らしい進路の実現を目的とした、
新たな学び（内容・学び方）の導入。

●普通科においては
・ディープラーニング（ＤＬ）コース
・アクティブラーニング（ＡＬ）コース
を設置。2022年度からは「探究」をさら
に重視し、週５時間の授業を実施予定。

●「探究」は、教科・科目の中で実践。
●2021年度は、次年度以降に向けての準備
期間で、月１回以上の教員研修も実施。

→新たな学びのための
カリキュラム・マネジメントを構築。

→ここでも、評価方法の確立・指導と評価の
一体化・教員の学びは不可欠。

オフィシャルサイト（新カリキュラム・新コース）：
https://www.senshu-u-kitakami.ed.jp/official/wp-content/uploads/科名・コース2.pdf

https://www.senshu-u-kitakami.ed.jp/official/wp-content/uploads/%E7%A7%91%E5%90%8D%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B92.pdf


３－１．専大北上の取り組み

2023年度に新校舎完成

●新たな学び方に相応しい学び場の実現
・ＩＣＴの効果的活用を可能にする、
充実したデジタル機器。

・自然発生的な協働学習を可能にする、
複数のアクティブラーニングルーム。

・多様な学びを実現する新図書館や
シームレスな空間。

→デジタルな学びとアナログな学びの融合を
見据えたカリキュラム・マネジメントが
不可欠。

→ここでも、評価方法の確立・指導と評価の
一体化・教員の学びは不可欠。オフィシャルサイト（新校舎紹介）：

https://www.senshu-u-kitakami.ed.jp/new_building/

３．ディープラーニングコースの開発

https://www.senshu-u-kitakami.ed.jp/new_building/


３．ディープラーニングコースの開発
３－２．Ｚ会のコンテンツの活用

●Ｚ会の「探究」の教材であるAsteriaを提供
・ジグソー法を用いた「探究」。専大北上が目
指すアクティブラーニングとの好相性。

・今後は、教科・科目の授業の中での「探究」
を重視。
→まずはＺ会のコンテンツAsteriaを活用。

STEAMライブラリーの活用も視野に。
・すべての先生が、教科・科目の授業の中での
「探究」を実施。

・１・２年生の全員が、教科・科目の授業の中
での「探究」を経験。

→2022年度以降を見据えたカリキュラム・マネジ
メントの準備。

→そこに向けた前段階としての教員の学びのため
の利用。

出典：Ｚ会Asteria総合探究講座



４．目指す成果物
大分類 中分類 小分類 補足 キーワード

年間学校計画
全体を包含するカリキュラム、
Before（2020）/After（2022）

探究/カリキュラム・マネジメント

１年生の時間割 Before（2020）/After（2022） 探究/カリキュラム・マネジメント
２年生の時間割 Before（2020）/After（2022） 探究/カリキュラム・マネジメント
３年生の時間割 Before（2020）/After（2022） 探究/カリキュラム・マネジメント

ルーブリック 専北ルーブリック 未来の教室コモン・ルーブリックがベース 評価方法/指導と評価の一体化
評価ガイドライン 実用性重視でできるだけコンパクトに 評価方法/指導と評価の一体化
先生用ガイドライン 実用性重視でできるだけコンパクトに 教員の学び

カリキュラム類

ガイドライン類

時間割

2022年度以降の「自走」を可能にするための成果物

●今回の実証で目指すもので挙げた５つのキーワード
１）「探究」
２）カリキュラム・マネジメント
３）教員の学び
４）評価方法
５）指導と評価の一体化

の実装に資するだけでなく、帝京大学の町支先生に、学術的な観点から協力いただくことで、
次年度以降の自走を可能（≒他校に展開可能）にする成果物を目指します。


Sheet1

		大分類 ダイブンルイ		中分類 チュウ ブンルイ		小分類 ショウブンルイ		補足		キーワード

		カリキュラム類 ルイ		年間学校計画 ネンカン ガッコウ ケイカク				全体を包含するカリキュラム、
Before（2020）/After（2022）		探究/カリキュラム・マネジメント タンキュウ

				時間割		１年生の時間割		Before（2020）/After（2022）		探究/カリキュラム・マネジメント タンキュウ

						２年生の時間割		Before（2020）/After（2022）		探究/カリキュラム・マネジメント タンキュウ

						３年生の時間割		Before（2020）/After（2022）		探究/カリキュラム・マネジメント タンキュウ

		ルーブリック		専北ルーブリック センキタ				未来の教室コモン・ルーブリックがベース ミライ キョウシツ		評価方法/指導と評価の一体化 ヒョウカホウホウ シドウ ヒョウカ イッタイカ

		ガイドライン類 ルイ		評価ガイドライン				実用性重視でできるだけコンパクトに ジツヨウセイ ジュウシ		評価方法/指導と評価の一体化 ヒョウカホウホウ シドウ ヒョウカ イッタイカ

				先生用ガイドライン				実用性重視でできるだけコンパクトに ジツヨウセイ ジュウシ		教員の学び キョウイン マナ







ご清聴ありがとうございました。
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